
ビッグデータ利活用の４つのステージ
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可視化

解析

予測モデ
ルの構築

介入

制御

ビジネスへの展開

現況の注目度

予測モデル（アルゴリズム）
なき予測は存在しない

Nowcastingの世界

Forecastingの世界

Fast Data Processing：ビジネス機会の捕捉
リアルタイムにデータを補足し、ビジネス価値の高
い機会を捕捉する

Big Data Management：ビジネス価値の発掘
過去のデータから、ビジネス価値の高い規則性、
関連性を見出す

これまで
これから

循環

アクチュエーション
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• 順解析と逆解析
実世界の問題のほとんどが逆解析

• ニーズをくみとれるコミュニケー
ション力。技術シーズが出発点
では期待感に答えにくい

求められる人材



確率論と統計学：さいころ
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原因

モデル、仮定
結果

データ、実現値

逆問題：統計学

順問題：確率解析

6
1)1( Xp 5, 4, 1, 3, 3,…



EC
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理論と仮定から結果を導く
vs.

結果から原因を探る

帰納と演繹

技術
客観的、絶対的

価値
主観的、相対的

■研究開発上、重要な視点とは？

デ
ー
タ

スライド（さいころ）の図

「コ」が主役

Personalization
順問題

逆問題 逆問題

順問題



不足している人材のタイプ

おいしいレシピ
お客

うれしいサービス
素材

分析シナリオをみつける
モデリング
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データサイエンティスト協会



データサイエンス人材育成のあるべき姿と現実に向けた仮説
―育成レベルと、毎年の育成目標人数―

レベル①【データリテラシー】
文系・理系を問わず全ての学生が持つべき高校から大学学部レベルの素養（リテラシー）
ベースになる統計的概念、データに基づく思考や問題解決の基礎理念、ITリテラシー他

レベル②【見習い（基礎能力）】
全てのﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ（実務家・研究者問わ
ず）が持つべき能力。ﾐﾄﾞﾙｸﾗｽのﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄにも
必須。理系の修士は全て、文系でも社会科学
系・言語学・心理学等の専攻で身に着けるべ
き。適切な指導の下、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ利活用ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄの一部分を担当可

レベル③【独り立ち】
ﾋﾞｼﾞﾈｽ、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ、ﾃﾞｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞのいずれかの分
野で専門的な能力を持ち、自らのｲﾆｼｱﾁﾌﾞで高度な
ﾃﾞｰﾀ分析・問題解決能力を発揮する。実務経験が必須

レベル④【棟梁】
ﾃﾞｰﾀｻｲﾝﾃｨｽﾄのﾁｰﾑを率いて、組織におけるﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ利活用
を先導できる能力をもった人。複数の応用分野を俯瞰的にﾏ
ﾈｰｼﾞすることができ、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽの観点から全体最適の戦略
を策定し実行するﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟが求められる。主に実務を通し
て育成される能力

資本金10億以上の会社はおよそ6千社
産業界向きだけでも5千人程度

理系修士入学者は年間およそ5万人

毎年5千人の「独り立ち」を指導統括
「独り立ち」6～15人につき1人程度

レベル⑤【指導的データサイエンティスト】
学術においてはﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽの最先端を切り開くﾜｰﾙﾄﾞｸﾗｽの研究

者・開発者として指導的な能力を発揮する者、また産業界におい
ては、業界におけるﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽに基づくﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ・
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽを牽引できるﾄｯﾌﾟﾀﾚﾝﾄ (Googleのﾗﾘｰ・ﾍﾟｲｼﾞ級の者)

トップタレント
年間数名～数十名
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平成27年7月30日
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構

ビッグデータの利活用に係る専門人材育成に向けた
産学官懇談会
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• インフラ維持・管理のためのビッグ
データ活用には、信号処理、統計数
理、機械学習の高度な分析能力をも
つ人材の確保が必須

• 棟梁レベルのデータサイエンティスト
の育成が急務

まとめ


